
オプション検査のご案内

<項目・料金(税込)>

オプション検査をご希望の方は、準備の都合上3日前までにお申し込みください。

人数制限等でご希望に添えない場合がございますが、ご了承のほどお願いいたします。

《ご予約・お問合せ》電話075-702-5947　平日10：00～16:00 土10:00～11:30

★脳ドック

・脳MRI 17,600円

　　脳MRIとMRAを同時に行うことで、脳全体の評価を行います。

★肺がん検査

・胸部CT 15,400円

　　胸部X線ではわかりにくい、早期の肺がんの発見に有効です。喫煙中及び、喫煙歴のある方に

　　お勧めします。低線量CTのため、少ない被ばく量で検査を受けられます。

★乳がん検査

　　認知症の原因となる脳の萎縮や、隠れ脳梗塞、脳腫瘍などの病変の有無を調べます。

・脳MRA 17,600円

　　くも膜下出血の原因となる脳動脈瘤や、脳梗塞の原因となる脳血管狭窄を早期に発見します。

・脳ドック 33,000円

★子宮がん検査

・婦人科検査 5,500円

　　内診とエコー検査、子宮頸部細胞診を行います。エコー検査で子宮内膜や付属器などの病変を

　　認める場合は、後日、婦人科外来で診察を受けられます。

・HPV検査 5,500円

・マンモグラフィ 4,400円

　　専用のX線機械で乳房を圧迫して挟み、薄く伸ばして撮影します。乳房の全体像を把握する

　　ことができ、触診では分からない小さなしこりや早期の石灰化病変の発見に欠かせません。

　　1－2年毎の検診をおすすめします。

・乳房超音波検査 4,400円

　　乳房に超音波をあて、腫瘤などの病変を検出します。マンモグラフィに超音波検査を併用する

　　ことで、がんの発見率は1.5倍になると報告されています。

　　40歳未満の方、高濃度乳房(乳腺組織が多い方)にお勧めします。

　　経鼻用の細い内視鏡を口から挿入します。細いため、内視鏡が通る時の苦痛が

　　軽減され、比較的楽に検査を受けることが可能です。

・ヘリコバクターピロリ抗体検査 3,300円

　　胃がんのリスクとなるピロリ菌感染の有無を血液中の抗体で調べます。

・尿素呼気検査 6,600円

　　子宮頸がんの原因となる高リスク型HPV（ヒトパピローマウイルス）に感染しているかを調べます。

　　頸部細胞診と併せて行うことにより精度が向上します。

★胃がん検査

・経鼻内視鏡(追加料金) +2,200円

　　鼻腔から細い内視鏡を挿入します。喉で弯曲せず真っ直ぐ挿入できるため

　　咽頭反射が軽減され、喉でえづきやすい方にお勧めします。

・細い内視鏡(追加料金) +2,200円

　　尿素を含む検査薬を服用し、呼気中のガスを測定することで、胃の中のピロリ菌感染の有無を調べます。

　　除菌後の判定検査に有効です。

・血清ペプシノーゲン検査 5,500円

　　胃粘膜の萎縮、胃液分泌の機能を調べます。ピロリ菌抗体と組み合わせて、胃がんのリスクを判定します。

(令和5年4月1日 改定)



　　腹部臓器は無症状のまま、がんなどの病気が進行していくことがあります。

　　肝臓・胆嚢・膵臓・脾臓・腎臓・大動脈などの病変を調べることができます。

・腹部CT 15,400円

　　超音波では見えにくい膵臓や副腎、後腹膜臓器なども調べられます。

・ファットスキャン 4,400円

★腹部検査

・腹部超音波 5,500円

　　頚動脈のつまりやプラークの有無を調べ、動脈硬化の状態を評価します。

　　脂質異常症や高血圧、糖尿病の方、喫煙者にお勧めします。

・血圧脈波検査 3,300円

　　ABI(手足の血圧比)、CAVI(脈波伝搬速度)を測定し、動脈の詰まりや血管の硬さ、血管年齢を調べます。

　　動脈硬化の心配な方にお勧めします。

・NT-proBNP検査 3,300円

　　内臓脂肪の量をへその位置でのCT検査で測定します。

★心血管検査

・心臓超音波検査 9,900円

　　心臓の動きや弁の状態を観察し、心不全や心筋症、弁膜症などを調べます。

　　動悸や息切れなどの症状が気になる方にお勧めします。

・頚動脈超音波検査 6,600円

　　首に超音波を当てて、甲状腺の大きさや腫瘤の有無などを調べます。

　　異常があれば、院内の専門医に紹介して精密検査を受けることかできます。

★骨密度検査

・大腿骨 2,200円

　　大腿骨頸部で骨塩量を測定します。頸部骨折のリスクを評価できます。

・腰椎 5,500円

　　血液中のNT-proBNP(心臓の働きが弱まったときに心臓から分泌されるホルモン)を測定します。

　　息切れや足のむくみなどがある方にお勧めします。

★甲状腺検査

・甲状腺血液検査 4,400円

　　甲状腺ホルモン(FT3・FT4)と甲状腺刺激ホルモン(TSH)を測定し、甲状腺機能を調べます。

　　原因不明のだるさや動悸、発汗異常、むくみなどの症状が気になる方にお勧めします。

・甲状腺超音波検査 4,400円

・消化器3種類(AFP・CEA・CA19-9) 6,600円 肝がん・大腸がん・膵がんなど

・PSA 2,200円 前立腺がん

　　腰椎正面で骨塩量を測定します。脊椎圧迫骨折のリスクを評価します。

・大腿骨と腰椎 7,700円

　　両部位の測定により、骨粗鬆症の危険性を最も正確に評価できるとされています。

★腫瘍マーカー検査

　　がんになると増える特殊なたんぱく質を血液検査で調べます。高値の場合、

　　画像検査と組み合わせて、がんの発見や診断に補助的に利用されます。

　　(がん以外で上昇することもあります)

　　HIV(エイズウイルス)の現在の感染を調べます。

　　B型肝炎ウイルスの現在の感染を調べます。

・HCV抗体 2,200円

　　C型肝炎ウイルスの現在の感染、または感染の既往を調べます。

・HIV検査 2,200円

・CA125 2,200円 卵巣がん(子宮内膜症、骨盤内炎症、月経、妊娠でも上昇)

★感染症検査

・HBs抗原 2,200円

(令和5年4月1日 改定)


